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広報

今月号の主な内容
◎由良町の財政事情　
◎職員人事異動
◎エクササイズ教室のご案内　ほか
◎年金機能強化法が施行されました　ほか
◎児童手当について　ほか
◎平成 26 年度　各税納期限一覧表　ほか
◎紀州材で建てる地域住宅支援事業について　ほか
◎行政機構図
◎文芸コーナー
◎第 25 回 元気ゆら！ふるさとフェスティバル　ほか
◎由良町５月カレンダー
◎ゆらこども園竣工式　ほか　
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財 

政 

事 

情

由
良
町
の

平
成
25
年
度
下
半
期

　

町
で
は
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
予
算
や
執

行
状
況
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
年
に
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
25
年
度
下
半
期
（
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※
会
計
年
度
は
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
が
、
出
納
整
理
期
間
は
５
月
末
ま
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
受
入
れ
や
支
払
い
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
表
は
決
算
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

歳　入
予 算 額

収 入 済 額

50 億  460 万円

34 億  156 万円

■特別会計

会計名 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険会計 10 億 2,948 万円 7 億 3,003 万円 7 億 9,800 万円

後期高齢者医療会計 1 億 6,198 万円 7,726 万円 1 億 4,090 万円

介護保険会計 7 億 4,465 万円 5 億 8,202 万円 6 億 5,723 万円

公共下水道事業会計 4 億 9,649 万円 1 億 1,611 万円 3 億 1,225 万円

漁業集落環境整備事業会計 9 億 2,066 万円 1 億 4,888 万円 5 億 1,104 万円

合計 33 億 5,326 万円 16 億 5,430 万円 24 億 1,942 万円

会計名
収入 支出

予算額 収入済額 予算額 支出済額

水道事業会計
収益的収支 2 億 1,036 万円 1 億 8,965 万円 2 億 1,036 万円 1 億 4,192 万円

資本的収支 6,153 万円 5,225 万円 1 億 6,595 万円 9,490 万円

一般会計とは別に、独立して経理を行う会計です。

町税

町債

国庫支出金

県支出金

財産収入

諸収入

繰越金

地方消費税交付金

その他

14 億 6,716 万円
15 億    241 万円

9 億 5,370 万円
2 億 2,210 万円

6 億 7,352 万円
4 億    121 万円

4 億 1,773 万円
1 億 4,086 万円

9,396 万円
9,396 万円

8 億 4,680 万円
８億 3,700 万円

5,000 万円
5,280 万円

5,000 万円
4,346 万円

519 万円
412 万円

4 億 4,654 万円
1 億    363 万円

一
般
会
計
は
、
当
初
予
算

が
43
億
７
，
７
０
０
万
円
で

し
た
が
、
そ
の
後
補
正
を
行

い
、
47
億
２
，
５
２
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら

25
年
度
に
繰
越
し
た
予
算
額

■
一
般
会
計

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立

つ
身
近
な
仕
事
を
行
う
た

め
の
町
の
基
本
的
な
会
計

で
す
。

地方交付税
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歳　出
予 算 額

支 出 済 額

50 億 　460 万円

33 億 5,499 万円

町債

　町債は、主に学校や道路、下水道など生活環

境や都市基盤の整備にかかる費用をまかなう重

要な財源です。また、整備した施設を利用する

将来の町民の皆さんにも、返済という形で費用

を負担していただくことで、世代間の負担の公

平化を図るという目的をもっています。　

町民１人あたりの町債残高

143 万円 （前年同期 129 万円）

区分 現在高 前年同期現在高

一般会計 43 億 1,989 万円 38 億 1,015 万円

特別会計 46 億 9,965 万円 44 億 6,122 万円

水道事業会計 1 億 5,151 万円 1 億 5,627 万円

合計 91 億 7,105 万円 84 億 2,764 万円

※町民１人あたりの金額は３月末現在の住民基本台帳人口

(6,433 人 ) から算出した額です。

※平成 26 年 3 月末現在一時借入金はありません。

基金

　基金は特定の目的のために必要な資金や、緊

急の財政支出に対応するための資金を管理して

いるものです。

区分
平成 26 年

3 月末現在高

平成 25 年

9 月末現在高

財政調整基金※ 12 億 1,850 万円 12 億 1,752 万円

土地開発

基金等※
8,852 万円 8,847 万円

国民健康保険

基金等※
5,143 万円 5,143 万円

下水道事業基金 3 億 9,360 万円 4 億 909 万円

合計 17 億 5,205 万円 15 億 6,651 万円

※財政調整基金・・・年度間の財源の不均衡を調整するために

積み立てられた積立金のこと。

※土地開発基金等・・・土地開発基金のほか減債基金、高齢者

福祉基金、ふるさとふれあい基金、教育振興基金を含む。

※国民健康保険基金等・・・国民健康保険基金のほか介護給付

費準備基金を含む。

公有財産

区分
平成 26 年

3 月末現在高

平成 25 年

9 月末現在高

公共施設敷地 241,011 ㎡ 248,572 ㎡

宅地 29,196 ㎡ 23,259 ㎡

田、畑、山林 617,795 ㎡ 593,936 ㎡

雑種地（その他） 338,222 ㎡ 338,190 ㎡

建物 49,955 ㎡ 56,287 ㎡

物品（車両） 50 台 50 台

株券 239 万円 239 万円

出資による権利 4 億 6,452 万円 4 億 1,891 万円

16 億 5,949 万円
12 億 4,373 万円

7 億 2,772 万円
2 億 5,321 万円

6 億 8,729 万円
3 億 6,423 万円

5 億 4,818 万円
3 億 9,314 万円

3 億 8,010 万円
3 億 7,730 万円

3 億 3,254 万円
2 億    416 万円

2 億 7,912 万円
2 億 3,830 万円

2 億    506 万円
1 億 4,908 万円

      2,431 万円
421 万円

1 億 6,080 万円
1 億 2,762 万円

衛生費

総務費

農林水産業費

公債費

土木費

教育費

消防費

災害復旧費

その他

が
２
億
７
，
９
４
０
万
円
あ

り
、
こ
れ
ら
を
加
え
た
最
終

予
算
額
は
50
億
４
６
０
万

円
と
な
り
、
前
年
の
同
じ

時
期
の
予
算
額
41
億
６
，

０
６
０
万
円
と
比
べ
16
・

９
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

民生費
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職員人事異動 ４月１日付けで職員の人事異動を行いました。
異動した職員は次のとおりです。
※（　）は旧所属です。

参事級 一般職員

新規採用

課長級

主任級

参事（ゆらこども園長）中井由起夫（住民福祉課長）

税務課長 角　　栄一 （会計管理者）
会計管理者 川出眞佐男 （住民福祉課住民生活班長）
住民福祉課長 岩﨑　勝治 （住民福祉課保健福祉班長）
議会事務局長 礒嵜　　弘 （産業建設課産業振興班長）

住民福祉課副課長
兼保健福祉班長 山口　　毅（住民福祉課企画員）

上下水道課副課長
兼庶務班長 鈴木　弘幸（上下水道課庶務班長）

住民福祉課住民生
活班長 山本　恵子（総務政策課主任）

産業建設課産業振
興班長 加辻　典明（産業建設課主任）

上下水道課工務班長 石方　繁光 （上下水道課主任）
議会事務局主任 上田かおる （教育課主任）
総務政策課主任 山口真由子 （議会事務局主任）
住民福祉課主任 平瓦　　淳 （教育課主任）
ゆらこども園総括主任 木村すず代 （白崎保育所総括主任）
ゆらこども園主任 馬場　智子 （衣奈保育所総括主任）
ゆらこども園主任 宮本百百代 （中央保育所主任）
ゆらこども園主任 古部　京子 （白崎保育所主任）
ゆらこども園主任 東　　節子 （中央保育所主任）
総務政策課主任 寺井　一馬 （総務政策課主事）
上下水道課主任 坂口　暢一 （上下水道課技師）
上下水道課主任 野田　里佳 （上下水道課主事）
住民福祉課主任（保健師）正亀　瑞穂 （住民福祉課主事（保健師））

総務政策課主事 中野　奈央 （住民福祉課主事）
住民福祉課主事 大谷　美和 （総務政策課主事）
産業建設課主事 岡田　雄大 （税務課主事）
産業建設課主事 今田　　愛 （住民福祉課主事）
教育課主事 小田　晋也 （産業建設課主事）
和歌山地方税
回収機構へ出向 吉村　勇己 （税務課主事）

総務政策課主事 津野　聖也
税務課主事 工徳　勇人
住民福祉課主事（保健師） 藤原　志帆
住民福祉課主事 弓場　寅貴
産業建設課主事 佐々木裕太
教育課主事 岩﨑　阿樹

副課長級
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～春は運動を始める良い季節～

エクササイズ教室のご案内

新しい環境に慣れてきたこの時期、人間関係や仕事のストレスなどで、十分な睡眠を取っても疲
労が取れない、何となくやる気が起こらない、という悩みを抱えている方もいるのではないでしょ
うか。運動する時間がなかなか取れないという方でも、ほんの少し意識して身体を動かすことが、
ストレス解消につながります。身体にとっても生活習慣病の予防、肥満改善といったさまざまな効
果が期待でき、メンタル面でも非常に良い影響を及ぼすことがわかっています。

由良町では、体力の向上と定期的に運動する機会、仲間づくりの場の提供を目的に、エクササイ
ズ教室を実施しています。体を動かしやすい季節になってきた今、ぜひ一度ご参加ください。

風しんワクチン予防接種助成のお知らせ

今春も風しんの流行が予測されるため、子育て支援対策として、風しんワクチ
ン接種に対する助成を平成 25 年度に引き続き実施します。先天性風しん症候群

（白内障・先天性心疾患・難聴を主な症状とする疾患）予防のため、流行前に
早期の接種をお勧めします。助成の対象となる方は、由良町に住民登録さ
れている次の要件に該当する方となります。

なお、希望される方は、住民福祉課の窓口に『印鑑』をご持参の上、申
請にお越しください。（『無料接種券』を発行します。）
【助成の対象者となる要件】
① 19 歳以上 50 歳未満の妊娠を希望する女性　
（妊娠している場合は接種できません。また、接種後２か月は妊娠を避け 
ることが 必要です。）

②妊娠している女性の配偶者
※助成は１回のみです。平成 25 年度に接種された方は、接種することができません。

５月 １３日、２０日、２７日
６月 ３日、１０日、１７日、２４日
７月 １日、　８日、１５日、２２日
８月 ５日、１９日、２６日
９月 ２日、９日、１６日、３０日
１０月 ７日、１４日、２１日、２８日
１１月 １１日、１８日、２５日
１２月 ２日、９日、１６日
１月 ６日、１３日、２０日、２７日
２月 ３日、１０日、１７日、２４日
３月 ３日、１０日、１７日、２４日

【日時】
毎週火曜日

（都合により休みになることがあります。）　
午後１時 30 分から午後３時まで

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。

【対象者】
町内に住所のある 20 歳以上の方（医療機関にかか

られている方は、参加前に主治医にご相談ください。）

【内容】
①健康チェック：血圧測定
②準 備 体 操 ：下肢を中心としたマッサージと全身　
　                      のストレッチ
③本 体 操 ：簡単なエアロビクス
④クールダウン：ストレッチとリラクゼーション

【場所】
中央公民館　２階大研修室

【準備するもの】
運動しやすい服装、タオル、水分補給用の飲料を持

参して、運動靴を履いてお越しください。
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詳しいことについては、和歌山県後期高齢者医療広域連合（ＴＥＬ０７３－４２８－６６８８）
までお問い合わせください。

年金機能強化法が施行されました

平成 26 年４月１日に「年金機能強化法」が施行されました。前号に引き続き、年金給付に関す
る改正事項をご紹介します。

国民年金に加入していた方が亡くなっ
た場合は、亡くなった方によって生計を
維持されていた「子のある妻」または「子」
に遺族基礎年金が支給されていました。

国民年金に加入されていた妻が亡く
なった場合に、「子のある夫」にも遺族
基礎年金が支給されるようになります。
※平成26年４月１日以後の死亡が対象　
となります。

子のある夫にも遺族基礎年金が支給されるようになります

これまでは 平成２６年４月からは

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）又は田辺年金事務所（ＴＥＬ
０７３９－２４－０４３５）までお問い合わせください。

後期高齢者医療制度にご加入のみなさまへ

後期高齢者医療制度の保険料率等が改定されます

和歌山県後期高齢者医療制度の平成 26・27 年度の保険料率等が決定しましたのでお知らせ
します。

保険料は、等しく負担していただく均等割額と、所得に応じて決まる所得割額の合計額とな
ります。

なお、所得の少ない方などには今までどおり軽減制度があり、さらに均等割額の５割・２割
軽減の対象が拡大されます。

平成 26 年度保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

年　度 均等割額 所得割率 賦課限度額
（上限保険料額）

平成２６・２７年度（年間）４４, ７３０円 ８. ５５％ ５７万円

 【参考】
平成２４・２５年度（年間）４３，２７１円 ８．２８％ ５５万円
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詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。

児童手当について

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
日
で
す
。

昭
和
23
年
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
中
に
あ
っ
て
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

人
権
と
は
、
人
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
権

利
で
、す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ

て
い
る
権
利
で
す
。
人
権
は
日
本
国
憲
法
で
、
全

て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

互
い
に
相
手
を
思
い
や
り
、
自
分
の
人
権
も
相

手
の
人
権
も
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
共
に
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

当
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

　０歳～中学校修了まで（15 歳に達する日以後
最初の３月 31 日まで）の日本国内に居住する児
童（留学等は除く）

・児童を監護し、かつ、生計を同じくする父又　　
は母（ただし、父母ともに収入がある場合は、
恒常的に収入が多い方）

・児童を監護し、かつ、生計を同じくする未成年
後見人

・父母に養育されていない児童を監護し、かつ、
生計を維持する方

・離婚協議中の父母が別居している場合、生計維
持の程度に関わらず、児童と同居している方

・父母ともに国外で居住している場合は、国内の
児童を監護し、かつ、生計を同じくし、かつ、
当該父母が指定した方

・児童が入所する施設の設置者又は里親

　控除後の所得額が限度額以上のときは、支給額
が５，０００円になります。

　所得制限限度額

支給対象児童 所得制限

受給者

支給時期

支給予定月 支給対象月
平成２６年　６月 平成２６年２月～５月分
平成２６年１０月 平成２６年６月～９月分

平成２７年　２月 平成２６年１０月～
　　　平成２７年１月分

扶養親族等の数 所得制限限度額
０人 ６２２万円
１人 ６６０万円
２人 ６９８万円
３人 ７３６万円
４人 ７７４万円
５人 ８１２万円

支給額

年齢等 手当月額
０歳～３歳未満 １５，０００円（一律）
３歳以上～小学校修了まで １０，０００円（第３子以降は１５，０００円）
中学生 １０，０００円（一律）
所得制限以上世帯 　５，０００円（一律）

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か

城
本　

克
彦
氏(

畑)

宮
本　
　

豊
氏(

里)

元
田　

米
一
氏(

衣
奈)

相
原
利
江
子
氏(

吹
井)
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平成 26年度　各税納期限一覧表

町・県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税
平成 26 年   6 月   2 日 第 1 期又は全期前納 全期分
平成 26 年   6 月 30 日 第 1 期 第 1 期
平成 26 年   7 月 31 日 第 2 期 第 2 期
平成 26 年   9 月   1 日 第 2 期 第 3 期
平成 26 年   9 月 30 日 第 3 期 第 4 期
平成 26 年 10 月 31 日 第 3 期 第 5 期
平成 26 年 12 月   1 日 第 6 期
平成 26 年 12 月 25 日 第 4 期 第 7 期
平成 27 年   2 月   2 日 第 4 期 第 8 期
平成 27 年   3 月   2 日 第 9 期
平成 27 年   3 月 31 日 第 10 期

　※口座引き落としに関しては、各納期限日となります。納期内納付にご協力ください。

　※固定資産税全期前納については、コンビニエンスストアでの納付ができません。ご了承ください。

詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

町税の納期限 固定資産税　第 1期分・全期分 6 月 2日 ( 月 )軽自動車税　全期分

○自動車税の納期限は６月２日（月）です。納期内納税をお願いします。
納税はお早めにお近くの金融機関、コンビニエンスストアなどで納付すること

ができます。
また、インターネットバンキング、パソコン・携帯電話などからクレジットカー

ドでも納付ができます。　　
なお、車検時には納税証明書が必要です。車検証とともに保管してください。

○自動車税の減免
身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳をお持ち

の方が使用する自動車は、名義や障害の程度など一定の要件がありますが、申請
により減免を受けることができます。

詳しいことについては、紀中県税事務所（ＴＥＬ０７３７－６４－１２５９）までお問い合わ
せください。

和歌山県からのお知らせ和歌山県からのお知らせ
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主 な 条 件 ア　補助対象木材の条件（次のいずれにも該当する木材）
（１）木材含水率が 25％以下のものであり、和歌山県の証明基準により紀州材であると証
　　  明されるもの

（２）住宅の基礎基盤改良に用いられる木製の土中杭
イ　住宅等の条件
（１）新築の場合：申請者自らが居住する目的で建設する木造住宅
（２）増改築の場合：建築基準法上の許可又は届け出が必要な規模のもの

ウ　その他の条件
（１）平成 27 年３月 31 日までに補助対象木材の工事現場での施工が完了すること
（２）他の補助金等と重複受給が無いこと

補 助 金 額  

申し込み方法 補助対象木材の工事現場での施工に着手する日（＝ア（１）の場合は棟上げ、ア（２）の
場合は土中杭打設）の３日前（休日の場合はその前日）までに、所定の様式により日高振興
局の林務課に申し込みを行ってください。

なお、申し込みには、建築確認済通知書の写し等も必要となります。

受 付 期 間 平成 26 年４月１日から平成 27 年３月 13 日（先着順）
なお、予算を超過した日をもって募集を終了することとし、超過した日（最終日）の申込

者については、抽選により採択者を決定します。

留 意 事 項 ●紀州材で建てる地域住宅支援事業補助金交付要綱第４条（５）の規定により、補助金交付
　の対象を同一とする他の国庫補助金又は県の補助金の重複受給は原則できません。

詳しいことについては、日高振興局　地域振興部　林務課（ＴＥＬ０７３８－２４－
２９１２）までお問い合わせください。

詳しいことについては、県庁自然環境室（ＴＥＬ０７３－４４１－２７７９）までお問い
合わせください。

紀州材で建てる地域住宅支援事業について
和歌山県内で育まれた「紀州材」で家を新築・増築しませんか？
4 4 4 4 4 4 4 4 4 44 4 4 44 4 4 4 4 44 4 4 4 4 4 4 444

紀州材を使用して住宅を建設する場合に、補助金が受けられます。
補助金を受ける場合には、棟上げ又は土中杭打設の３日前までに事前の申し込みが必要です。

                                                                             （１棟当たり）
紀州材の使用量（m3） 補助金額

　　５m3 以上１０m3 未満 　６０，０００円
　１０m3 以上１５m3 未満 １３０，０００円
　１５m3 以上 ２００，０００円

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

　
原
則
禁
止
で
す

愛
玩
飼
養
目
的
で
の
捕
獲
が

認
め
ら
れ
て
い
た
メ
ジ
ロ
は
、

現
在
、
原
則
捕
獲
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。
既
に
飼
養
登
録
さ

れ
て
い
る
メ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
飼
養
で
き
ま
す
。

な
お
、
野
外
で
野
鳥
を
観
察

で
き
な
い
高
齢
者
等
が
自
然
と

ふ
れ
あ
う
機
会
を
設
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ

ば
、
捕
獲
が
許
可
（
一
世
帯
に

つ
き
一
羽
の
み
）
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
捕
獲
許
可
】

日
高
振
興
局
衛
生
環
境
課

【
飼
養
登
録
】

由
良
町
役
場
産
業
建
設
課
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議　　会

議会事務局

（６５－１１００）

町議会庶務

総務政策課

（６５－１８０１）

企画政策班

町総合計画、 公害防止、

広報、 町有財産、 町営住

宅、 ふるさと納税、 交通

宮下幸一朗課　長

岡﨑　誠一班　長

津野　聖也
主　任 寺井　一馬

主　事

総務財政班

行財政改革、消防、防災、

国民保護、区長会、選挙、

条例、 財政、 統計

税 務 課

（６５－１８０２）

町税等の賦課徴収・滞納処分、

税収等確保対策会議、 税関係

の証明書

課　長
瀬戸　直樹副課長
石方　浩美主　任

吉村　勇己
主　事

工徳　勇人

主　事

松下　博和

主　事

住民福祉課

（６５－０２０１）

住民生活班

戸籍、住民票、印鑑証明、
国民年金、 生活保護、 民
生児童委員、 児童福祉、
老人福祉、 障害者福祉、
狂犬病予防、 斎場、 廃棄
物等の処理

中井由起夫

課　長

保健福祉班

国民健康保険、 後期高齢
者医療保険、 介護保険、
感染症予防、 保健指導、
予防接種、 こども医療、
ひとり親医療

岩﨑　勝治

副課長兼
班　　　長

菅原　美和主　任

中井　光代主　任

野田　真弓
主　事

山本　浩史主　事

竹中　知永

藤原　志帆

主　事

主　事
前田　和亮

弓場　寅貴

主　事

主　事

山口　　　毅

（保健師）

（保健師）

（保健師）

（保健師）

ゆらこども園

（６５－２０５０）

参　事

木村すず代総括主任
馬場　智子主　任
宮本百百代主　任
古部　京子主　任
東 　 　 節 子主　任

角　　　栄一

行政機構図 （人員配置図）

平成２６年４月１日現在

松下　利幸班　長
主　任

山下　俊之主　任
主　事 福村　優希
主　事 川端　壽洋
主　事 中野　奈央

山口真由子

主　事

井上　智哉

正亀　瑞穂
主　任
（保健師）

副町長 岡　眞治

町 長 畑中 雅央

局  長

主　任

礒 嵜 　 　 弘

上田かおる

(和歌山地方税回収機構へ出向）

（ゆらこども園長）

山本　恵子班　長

宮本　美鈴主　任

坂本　忠司主　任

主　事

岩﨑　勇樹主　事

平 瓦 　 　 淳主　任

大谷　美和
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今田 　　愛主　事

産業建設課

（６５－１２０３）

産業振興班

農業 ・ 林業 ・ 水産業の振
興、 農業委員会、 鳥獣保
護、 商工業の振興、 自然
公園、 地籍調査

小笠原俊成
参　事

班　長

班　長

谷中　寧展主　任
数見　泰三主　事

町土整備班

道路、橋梁、河川、治水、
漁港、 港湾、 各種工事の
計画検査等

松村　治樹主　事
主　事
主　事

産業建設課長　
　事務取扱

上田　晃広班　長
原 　 　 秀 幸主　任
川口　友規技　師
杉本　浩士技　師

岡 　 　 卓 也技　師

上下水道課

（６５－１８０４）

工 務 班

公共下水道事業、 漁業集
落排水事業、 上水道事業

峰岩　敏彦課　長

小林　三郎主　任
中 川 　 　 武主　任

石方　繁光

白樫　泰文主　任

庶 務 班

終末処理施設の管理及び
使用料の徴収、 水道料金
の徴収

原井　正明主　任
坂口　暢一主　任

鈴木　弘幸

野田　里佳主　任

出 納 室

（６５－１２０５）

現金等の出納 ・保管、 決算

会計管理者

稲垣　美香主　任
山下　公一主　事

教 育 課

（６５－１８００）

学校教育の指導助言、 学校施
設、 児童生徒の就学等、 学校
給食、 社会教育、 社会体育、
補導委員会

山後　貴史課　長

吉 村 　 　 元

主　任

教育委員会

主　事
谷中千賀子

用務員

湯川由美子

響庭　祐子

加藤　麗子

用務員

用務員

（由良中学校）

（衣奈小学校）

（白崎小学校）

（　　   ）

坂田 善幸教育長

加辻　典明

岡田　雄大
佐々木裕太

副課長兼
班　　　長

副課長兼
指導主事

川出眞佐男

髙瀬　正俊
主　事
主　事

小田　晋也
岩﨑　阿樹
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公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

中
央
公
民
館

●
一
般
図
書

・「
ガ
ン
コ
ロ
リ
ン
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
堂
尊　

新
潮
社　

・「
遺
産　

TH
E　

LEG
A

C
Y

」　　
　
　
　

   

笹
本
稜
平　

小
学
館

・「
鯖
猫
長
屋
ふ
し
ぎ
草
紙
」　　
　
　

田
牧
大
和　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

・「
花
や
咲
く
咲
く
」　　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ　

実
業
之
日
本
社

・「
山
桜
記
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室
麟　

文
芸
春
秋

●
児
童
図
書

・「
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な
し
み
」  

                                                

新
美
南
吉
／
鈴
木
靖
将　

新
樹
社

・「
吉
四
六
さ
ん
」　　
　
　

寺
村
輝
夫
の
と
ん
ち
話　

あ
か
ね
書
房　

・「
ま
っ
く
ろ
け
」　　
　
　
　
　

北
村
想
／
荒
井
良
二　

小
峰
書
房

白
崎
会
館

・「
恋
歌
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
ま
か
て　

講
談
社

・「
舞
台
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
加
奈
子　

講
談
社

・「
穴
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
田
浩
子　

新
潮
社

・「
昨
夜
の
カ
レ
ー
、
明
日
の
パ
ン
」　　

木
皿
泉　

河
出
書
房
新
社

・「
想
像
ラ
ジ
オ
」　　
　
　
　
　
　

伊
藤
比
呂
美　

河
出
書
房
新
社

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

耐
へ
が
た
き
寒
さ
つ
づ
け
り
夕
暮
れ
を
昨
夜
の
雪
の
い
ま
だ
残
り
て

久
々
に
聞
く
友
の
声
変
り
な
く
窓
の
外と

ぬ
く
と
き
午
後
の
陽
だ
ま
り

節
分
の
夜
八
十
の
豆
を
か
み
し
め
つ
つ
時
代
の
流
れ
を
追
っ
て
見
る
な
り

「
金
」
と
り
て
な
ほ
も
悔
し
と
受
け
答
ふ
十
九
歳
は
息
は
ず
ま
せ
て

年
齢
差
八
十
あ
ま
り
の
曾
孫
と
朝
夕
交
す
会
話
の
は
ず
む

一
面
を
真
白
に
変
へ
し
大
雪
に
人
も
車
も
な
す
術
無
し
と

し
だ
れ
咲
く
紅
梅
の
花
を
覗
か
せ
て
ふ
は
り
積
み
た
る
雪
解
け
て
ゆ
く

庭
隅
の
椿
の
葉
群
に
雪
積
り
ポ
ッ
カ
リ
ポ
ッ
カ
リ
紅
き
花
冴
ゆ

一
す
ぢ
の
雲
を
残
し
て
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
沈
む
夕
陽
の
茜
に
消
ゆ
る

外
に
出
れ
ば
吹
雪
く
景
色
の
常
な
ら
ず
三
十
一
文
字
に
切
り
取
ら
む
か
な

如
月
と
い
ふ
に
す
み
渡
る
空
の
青
身
に
柔
ら
げ
る
暖
か
さ
な
り

正
月
の
し
き
た
り
守
る
雑
賀
崎
大
漁
旗
に
活
気
の
溢
る

雪
国
と
同
じ
景
色
の
今
朝
の
里
わ
が
人
生
に
初
め
て
の
大
雪

笹
鳴
き
の
昨
日
迄
と
は
違
ふ
な
り
今
朝
は
「
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
谷
賑
は
ひ
て

話
せ
ば
き
っ
と
よ
ろ
こ
ぶ
と
も
ふ
こ
と
な
ど
も
遣や

る
方
も
な
く
今
日
も
昏く

れ
ゆ
く

八
十
五
歳
の
わ
が
見
し
事
な
き
大
雪
の
一
日
も
降
れ
ば
恐
怖
覚
ゆ
る

戸
を
繰
れ
ば
雪
し
ん
し
ん
と
降
り
し
き
り
個
装
作
業
は
休
み
と
決
め
ぬ

ソ
チ
に
行
き
世
界
と
戦
ふ
日
の
本
の
新
鋭
・
古
豪
に
メ
ダ
ル
輝
く

竹

中

小

川

中

家

山

下

細

川

大

西

二
本
松

寺

井

浜

田

山

下

小

川

竹

中

中

家

大

西

二
本
松

細

川

浜

田

寺

井

 

由
良
短
歌
会　
三
月
詠
草　
　

貞

子

玲

子

か
よ
子

清

美

ミ
チ
ヨ

克

恵

せ
つ
子

冴

子

順

子

清

美

玲

子

貞

子

か
よ
子

克

恵

せ
つ
子

ミ
チ
ヨ

順

子

冴

子
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「
清
潔
」

清
潔
で
な
か
っ
た
選
挙
短
命
で

身
も
心
も
み
ん
な
清
潔
病
な
し

掃
除
す
る
ト
イ
レ
は
い
つ
も
清
潔
に

神
社
前
い
つ
も
き
れ
い
に
あ
り
が
と
う

清
潔
感
言
い
得
て
妙
な
価
値
基
準

真
っ
白
に
洗
っ
た
タ
オ
ル
並
ん
で
る

清
潔
に
し
て
る
姿
は
マ
マ
の
前

清
潔
に
洗
う
肌
着
も
母
の
愛

清
潔
よ
こ
な
い
綺
麗
に
出
来
る
の
ね

清
潔
な
票
を
投
じ
て
日
本
見
る

老
い
て
こ
そ
心
身
と
も
に
清
潔
に

炊
事
場
は
い
つ
も
清
潔
美
味
し
い
ね

清
潔
に
う
が
い
手
洗
い
風
邪
に
げ
る

べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
変
身
出
来
る
美
容
院

海
山
も
清
潔
に
し
て
帰
ろ
う
よ

政
治
家
よ
そ
の
手
ホ
ン
ト
に
清
潔
か

清
潔
が
過
ぎ
て
子
供
は
弱
く
な
る

清
潔
で
緻
密
な
暮
ら
し
坦
々
と

清
潔
と
笑
顔
が
老
い
の
身
だ
し
な
み

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

春
来
た
る
球
児
疾
走
甲
子
園

話
す
こ
と
話
し
た
き
こ
と
春
障
子

剪
定
の
齢
争
へ
ぬ
踏
み
は
ず
し

役
離
れ
気
楽
に
彼
岸
詣
か
な

風
船
は
薬
の
匂
ひ
背
負
商

春
浅
し
腰
痛
体
操
日
課
と
す

踏
ま
れ
て
も
咲
き
継
ぐ
命
犬
ふ
ぐ
り

夜
深
し
バ
リ
ン
バ
リ
ン
と
竹
の
秋

風
船
を
こ
め
か
み
赤
く
膨
ら
ま
す

晩
年
の
附
録
に
春
の
雪
が
降
る

下
萌
え
の
や
は
ら
か
き
畦
日
と
睦
む

残
雪
の
富
士
を
離
る
る
飛
行
雲

風
船
の
熊
泣
き
さ
う
に
萎
み
出
す

紙
風
船
探
す
富
山
の
薬
箱

風
船
の
児
の
手
逃
れ
て
自
由
あ
り

ふ
う
せ
ん
や
日
直
り
の
雲
低
く
過
ぐ

伊

藤

上

出

上

本

大

野

片

山

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

登
喜
子

郁

子

お
さ
む

綾

子

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

美
千
代

義

巳

清

美

マ
サ
子

き
よ
み

小
夜
美

恭

子

昭

子

幸

代

進

美

美
智
子

豊

子

き
よ
み

文

香

英

子

充

明

雅

竜

治

郎

克

己

礒

嵜

高

橋

白

山

森山

下

中

口

五

嶋

服

部

中

塚

坂

口

礒

嵜

田

代

井

口

中

﨑

稲

葉

井

上

橋

本

貴

志

谷

中
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平成２５年度　住民基本台帳の閲覧の公表

住民基本台帳の閲覧は、国又は地方公共団体が法令で定める事務の遂行のために必要である場合や世
論調査・学術研究など公益性の高い場合にのみ認められています。

由良町では、平成 25 年４月１日から平成 26 年３月 31 日までの間に１件の閲覧申請がありましたの
で、住民基本台帳法第 11 条３項及び第 11 条の２第 12 項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民
票の写し等の交付に関する省令第３条の規定に基づき、公表します。

閲覧者氏名
（法人の場合は代表者又は管理者名） 請求事由・利用目的概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

株式会社　インテージリサーチ
　代表取締役社長　井上孝志

2013 年度「旅行・観光消費動向調査」
（委託者：国土交通省観光庁） 平成 25 年 5 月 21 日 網代・江ノ駒・門前地区

男女 85 名

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。

第 25 回 元気ゆら！ふるさとフェスティバル

～見直そう・きり拓こう！ふるさと由良の見どころ・味どころ！～

25 回目を迎える 元気ゆら ! ふるさとフェスティバルは、由良町の優れた観光資源や特産品を町民の
皆様をはじめ多くの方に、広く PR するために開催します。

日時：平成 26 年 6 月 1 日（日）　午前 10 時 ～ 午後 3 時　荒天中止
場所：白崎海洋公園

詳しいことについては、由良ふるさとフェスティバル実行委員会事務局（産業建設課内 TEL
６５－１２０３）までお問い合わせください。

（各種イベントについては、変更になる場合があります。）

●海産物、農作物
●みやげ品、日用品の販売コーナー、他
●飲食コーナー
●企業、各種団体、行政活動 PR

●薮下将人さんによるミニライブ
●吉本芸人「わんだーらんど」による漫才
●日高地方ゆるキャラ大集合
●もちまき

ステージイベント

ミニ商店街

※写真は昨年度の様子です。
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由良町５月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
4 月 27 日 4 月 28 日 4 月 29 日 4 月 30 日 １ ２ ３

・昭和の日
・健康相談　　　　
（中央公民館）

・憲法記念日

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

・みどりの日 ・こどもの日 ・振替休日
・育児相談（ゆら
こども園内子育て
支援センター）

・絵本の読み聞かせ
（中央公民館・衣奈
会館・白崎会館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ プラスチックごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

11 12 13 14 15 16 17

・健康相談
（衣奈会館）
・エクササイズ教室
（中央公民館）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

18 19 20 21 22 23 24

・衣奈小学校運動会
・エクササイズ教室
（中央公民館）

・粗大ごみ（横浜）
･ ４か月児 ･10 か
月児健診（白崎会
館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

25 26 27 28 29 30 31

・由良小学校運動会
・白崎小学校運動会
・総合健診
（体育センター）

･ エクササイズ教室
（中央公民館）

・粗大ごみ（神谷・
糸谷・吹井）

･ ３歳６か月児健診
（白崎会館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

6 月 1 日 6 月 2 日 6 月 3 日 6 月 4 日 6 月 5 日 6 月 6 日 6 月 7 日

･第25回 元気ゆら!
ふるさとフェスティ
バル

・固定資産税第１
期分・全期分
･ 軽自動車税全期
分　納入期限

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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新規採用職員からのご挨拶

ゆらこども園竣工式

総務政策課企画政策班主事
津
つ の

野　聖
せ い や

也

　総務政策課企画政策班に配属され
ました津野聖也です。
　町民の皆様に少しでも早く顔と名
前を覚えていただけるよう努力いた
しますので、これからよろしくお願
いします。

住民福祉課保健福祉班主事（保健師）

藤
ふじはら

原　志
し ほ

帆

　住民福祉課保健福祉班に配属され
ました、保健師の藤原志帆です。
　新しく母子保健を担当することに
なりました。まだまだ分からないこ
とばかりですが、皆様方からたくさ
ん学び、一生懸命頑張ります。よろ
しくお願いします。

産業建設課産業振興班主事
佐
さ さ き

々木　裕
ゆ う た

太

　産業建設課産業振興班に配属され
ました佐々木裕太です。
　まだまだ勉強不足ですが、魅力あ
る町づくりに早く貢献できるよう頑
張りますので、よろしくお願いしま
す。

税務課主事
工
え と く

徳　勇
は や と

人

税務課に配属されました工徳勇人
です。

現在は軽自動車税の担当をしてい
ます。町民の皆様のお役に立ち、信
頼されるような職員を目指します。
よろしくお願いします。

住民福祉課保健福祉班主事
弓
ゆ ん ば

場　寅
と ら き

貴

住民福祉課保健福祉班に配属され
ました弓場寅貴です。

まだまだ右も左も分かりませんが、
一生懸命働いて少しでも町民の皆様
のお役に立てるよう努力しますので
どうかよろしくお願いします。

教育委員会教育課主事
岩
いわさき

﨑　阿
あ き

樹

　教育課に配属されました岩﨑阿樹
です。
　まだまだわからないことばかりで
すが、町民の皆様のお役に立てます
よう、精一杯頑張りたいと思ってい
ます。よろしくお願いします。

３月 19 日（水）に、「ゆらこども園」の竣工式が

行われました。当日は、地元区長、保護者等の関係

者約 50 人が出席し、テープカット、餅まきなどを

行い園舎完成を祝いました。

入園式は、４月５日に開かれ、現在 163 名が通園

し、０歳児保育、保育時間延長、土曜日終日保育な

ど新たな保育サービスに取り組んでいます。


